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令
和
８
年
第
３
回
定
例
議
会
は
、９
月
８
日
に
招

集
さ
れ
、17
日
ま
で
の
10
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

専
決
承
認
1
件
、報
告
2
件
、人
事
案
件
１
件
、条

例
の
制
定
1
件
、条
例
の
改
正
1
件
、契
約
の
締
結
1

件
、補
正
予
算
4
件
、令
和
7
年
度
決
算
の
認
定
５
件
、

意
見
書
の
発
議
1
件
が
提
出
さ
れ
審
議
の
結
果
17
件

を
承
認
／
可
決
し
閉
会
し
ま
し
た
。

会期９月８日から９月17日まで

第3回 下條村議会定例会
◎河川修繕・防災対策工事請負契約の締結を可決
◎教育委員の任命に同意
◎令和７年度決算を認める

▼一
般
質
問
は
、
議
員
５

名
よ
り

　

初
日
に
行
わ
れ
た
一
般

質
問
は
Ｐ
６
以
降
に
詳
細

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
補
正
予
算（
専
決
処
分
）

○
令
和
8
年
度
一
般
会
計

（
第
2
号
補
正
）（
専
決
処

分
）

・
河
川
修
繕
・
防
災
対
策

工
事
を
令
和
9
年
度
に
わ

た
り
執
行
す
る
債
務
負
担

行
為
の
設
定

【
支
出
予
定
額
調
書
】

総
額
7
，4
0
0
万
円
を
限

度
額
と
し
、
翌
年
度
支
出

予
定
額
を
4
，4
4
0
万
円

に
設
定
。
審
議
の
結
果
、

承
認
し
ま
し
た
。

▼
報
告

○
令
和
7
年
度
下
條
村
財

政
健
全
化
判
断
比
率
等
の

報
告
に
つ
い
て

・
令
和
7
年
度
の
実
質
赤

字
比
率
、
連
結
実
質
赤
字

比
率
と
も
に
黒
字
、
実
質

公
債
費
比
率
は
マ
イ
ナ
ス

4・0
で
前
年
度
よ
り
0・

3
ポ
イ
ン
ト
下
降
し
た

が
、
引
き
続
き
全
国
で
も

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
健
全
な

財
政
運
営
が
推
進
さ
れ
て

い
る
旨
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

○
損
害
賠
償
の
額
を
定
め

る
こ
と
に
つ
い
て
の
専
決

処
分
の
報
告

　

住
民
が
公
民
館
駐
車
場

に
駐
車
し
よ
う
と
し
た
際
、

側
溝
の
グ
レ
ー
チ
ン
グ
が

外
れ
、
前
輪
タ
イ
ヤ
が
側

溝
に
は
ま
っ
た
こ
と
に
よ

り
車
両
フ
ロ
ン
ト
右
部
分

が
損
傷
し
損
害
を
与
え
た

も
の
で
、
損
害
を
賠
償
し

た
額
が
決
定
し
た
も
の
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

▼
条
例
の
制
定

○
特
別
職
の
職
員
で
常
勤

の
者
等
の
給
与
に
関
す
る

特
例
条
例
の
制
定
に
つ
い

て・
職
員
の
事
務
処
理
の
誤

り
に
よ
り
、
本
年
7
月
30

日
付
け
で
懲
戒
処
分
し
た

こ
と
に
よ
る
監
督
者
責
任

と
し
て
定
め
る
も
の
で
、

村
長
並
び
に
副
村
長
の
給

与
月
額
を
本
年
9
月
分
か

ら
3
ヶ
月
間
、
1
0
0
分

の
3
を
減
額
す
る
特
例
条

例
で
、
原
案
ど
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

▼
条
例
の
一
部
改
正

○
下
條
村
福
祉
医
療
費
支

給
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

・
長
野
県
福
祉
医
療
費
給

付
事
業
の
制
度
変
更
に
伴

う
も
の
で
、
精
神
保
健
福

祉
手
帳
1
級
及
び
2
級
所

持
者
の
入
院
に
係
る
自
己

負
担
額
の
割
合
を
変
更
す

る
も
の
で
、
原
案
ど
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

▼
工
事
請
負
契
約
の
締
結

〇
令
和
8
年
度
債
務
負
担

行
為　

西
部
地
区（
普
）親

田
沢
村
単
河
川
修
繕
・
防

災
対
策
工
事
請
負
契
約
の

締
結
に
つ
い
て

　

当
該
河
川
の
河
床
の
損

傷
が
激
し
く
、
そ
れ
に
伴

い
、
護
岸
構
造
物
裏
側
の

土
砂
が
流
水
の
影
響
に
よ

り
吸
い
出
さ
れ
、
護
岸
崩

壊
の
危
険
性
が
生
じ
た
こ

と
に
よ
り
、
修
繕
工
事
を

実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

工
事
の
場
所
は
、
西
部

地
区
、
親
田
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
か
ら
南
方

1
8
0
ｍ
付
近
で
、
工
事

の
概
要
は
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
ブ
ロ
ッ
ク
積
工
延
長

1
8
3
・
5
ｍ
、底
張
工
延

長
2
4
3・9ｍ
を
施
工
し

ま
す
。

　

9
月
3
日
に
指
名
競
争

入
札
に
よ
り
落
札
業
者
の

古
田
工
業
株
式
会
社
と

７
，１
５
０
万
円
で
9
月

4
日
に
仮
契
約
を
締
結
。

工
期
は
令
和
9
年
6
月
30

日
ま
で
で
、
審
議
の
結
果

可
決
し
ま
し
た
。

▼
人
事
案
件

〇
教
育
委
員
の
任
命
に
つ

き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

　

伊
藤
里
江
教
育
委
員
が

9
月
30
日
を
も
っ
て
任
期

満
了
と
な
り
ま
す
（
1
期

目
）
。

　

伊
藤
氏
は
適
任
者
で
あ

り
、
引
き
続
き
任
命
し
た

く
、
議
会
で
は
そ
の
こ
と

に
同
意
し
た
。

　

任
期
は
、
令
和
8
年
10
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月
１
日
か
ら
令
和
12
年
９

月
30
日
ま
で
の
4
年
間
で

す
。

▼
補
正
予
算

○
一
般
会
計
（
第
3
号
補

正
）

《
1
億
1
，1
0
0
万
円

を
減
額
》

総
額
35
億
6
，7
0
0
万

円
に
。 

【
歳
入
の
主
な
も
の
】

　

国
庫
支
出
金
で
い
き
い

き
ら
ん
ど
下
條
自
立
分
散

型
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
導
入

補
助
と
し
て
2
，1
2
0
万

6
千
円
、
繰
入
金
繰
越
金

で
は
、公
債
費
繰
上
償
還
の

減
額
で
2
億
9
，2
3
5
万

円
を
減
額
、
諸
収
入
で
は
、

簡
易
水
道
事
業
会
計
へ
の

貸
付
財
源
と
し
て
１
億
19

万
7
千
円
、防
災
・
減
災
・

国
土
強
靭
化
緊
急
対
策
事

業
債
な
ど
村
債
総
額
5
，

3
2
0
万
円
を
増
額
。

【
歳
出
の
主
な
も
の
】

　

健
康
い
き
い
き
施
設
管

理
費
で
自
立
分
散
型
エ
ネ

ル
ギ
ー
設
備
導
入
工
事

費
４
，2
7
4
万
６
千
円
、

物
価
高
騰
対
策
支
援
と
し

て
全
世
帯
へ
ゴ
ミ
袋
配
布

事
業
2
2
9
万
円
、
村
道

維
持
修
繕
工
事
費
に
5
，

6
0
0
万
円
減
額
、
河
川

維
持
費
で
河
川
改
修
・
防

災
工
事
を
債
務
負
担
行
為

と
す
る
こ
と
で
2
，9
0
0

万
円
減
額
、
6
月
豪
雨
災

害
復
旧
工
事
費
3
5
5
万

円
増
額
、
公
債
費
で
は
長

期
債
元
金
繰
上
償
還
金

3
億
4
7
9
万
9
千
円
減

額
、
諸
支
出
金
で
は
簡
易

水
道
事
業
会
計
へ
の
一
時

貸
付
金
で
1
億
円
を
増
額

計
上
し
、
事
前
に
そ
の
内

容
の
詳
細
を
各
課
課
長
よ

り
説
明
を
受
け
た
う
え
で

審
議
に
臨
み
、
原
案
ど
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

○
下
條
村
介
護
保
険
特
別

会
計
（
第
１
号
補
正
）

《
2
，2
0
0
万
円
の
増
額
》

総
額
５
億
2
，8
0
0
万

円
に
。

【
歳
入
の
主
な
も
の
】

　

本
算
定
に
よ
る
保
険
料

5
2
3
万
3
千
円
、
基
金

繰
入
金
を
9
6
1
万
2
千

円
減
額
。
令
和
7
年
度
決

算
額
の
確
定
と
し
て
繰
越

金
が
2
，6
3
7
万
9
千

円
増
額

【
歳
出
の
主
な
も
の
】

　

地
域
支
援
事
業
費
と

し
て
1
9
9
万
8
千
円
増
、

前
年
度
実
績
額
の
確
定
に

よ
る
国
庫
支
出
金
償
還
金

1
，3
0
6
万
9
千
円
の

増
、
支
払
基
金
交
付
金
償

還
金
2
9
3
万
2
千
円
の

増
な
ど
を
計
上
。
審
議
の

う
え
原
案
ど
お
り
可
決
。

○
下
條
村
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
（
第
１
号
補

正
）

《
43
万
4
千
円
の
増
額
》

総
額
7
，4
4
3
万
2
千

円
に
。

【
歳
入
の
主
な
も
の
】

　

保
険
料
還
付
金
に
充

て
る
た
め
の
繰
入
金
を
43

万
4
千
円
増
額
。

【
歳
出
の
主
な
も
の
】

　

保
険
料
還
付
金
を

15
万
6
千
円
の
増
、
予
備

費
27
万
8
千
円
の
増
を
計

上
。
審
議
の
う
え
原
案
ど

お
り
可
決
。

○
下
條
村
簡
易
水
道
事
業

会
計
（
第
１
号
補
正
）

第
３
条
収
益
的
収
入
及
び

支
出

　

収
益
的
収
入
の
簡
易
水

道
事
業
収
益
を
40
万
1
千

円
増
額
し
、１
億
６
，０
５

２
万
7
千
円
、
支
出
の
簡

易
水
道
事
業
費
用
を
77
万

６
千
円
増
額
し
１
億
6
，

5
8
1
万
7
千
円
に
。

第
4
条
資
本
的
収
入
及
び

支
出

　

資
本
的
収
入
を
１
億
2
，

9
7
3
万
7
千
円
減
額
し
、

４
，7
6
6
万
３
千
円
、資

本
的
支
出
を
6
，2
2
3
万

7
千
円
減
額
し
、7
，4
6
9

万
3
千
円
に
。
審
議
の
う

え
原
案
ど
お
り
可
決
。

▼
令
和
7
年
度
決
算
の
認
定

　

令
和
7
年
度
の
決
算

（
一
般
会
計
及
び
特
別
会

計
3
、事
業
会
計
1
）に
つ

い
て
、議
会
で
は
会
期
中
に

「
決
算
説
明
会
」を
開
催

し
調
査
・
研
究
を
行
い
、理

解
を
深
め
ま
し
た
。

最
終
日
に
質
疑
応
答
を
行

い
審
議
の
う
え
原
案
ど
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

○
令
和
7
年
度
下
條
村

一
般
会
計

歳
入
：
44
億
５
，0
0
0
万

４
千
円

歳
出
：
39
億
6
，4
0
9
万

１
千
円

　

前
年
度
比
較
で
歳
入
が

15
・
5
%
の
増
、
歳
出
が

14
・
0
%
の
増
と
な
り
ま

し
た
。

○
令
和
7
年
度
下
條
村
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計

歳
入
：
３
億
１
，７
０
３
万

４
，5
8
3
円

歳
出
：
３
億
１
，２
８
６
万

５
，８
５
６
円

前
年
度
比
較
で
歳
入
が

15・5
%
増
、
歳
出
が
14・

1
%
増
と
な
り
ま
し
た
。

○
令
和
7
年
度
下
條
村
介

護
保
険
特
別
会
計

歳
入
：
５
億
４
，２
６
６
万

１
，9
3
4
円

歳
出
：
５
億
１
，６
２
８
万

２
，4
3
2
円

○
令
和
7
年
度
下
條
村
後

期
高
齢
者
保
険
特
別
会
計

歳
入
：
６
，５
３
０
万
７
，

５
３
９
円

歳
出
：
６
，５
３
０
万
７
，

５
３
９
円

○
令
和
7
年
度
下
條
村
簡

易
水
道
事
業
会
計

（
収
益
的
収
入
・
支
出
）

収
入
：
１
億
４
，８
８
９
万

５
，５
１
４
円

支
出
：
１
億
５
，１
７
６
万

９
０
０
円

（
資
本
的
収
入
・
支
出
）

収
入
：
８
億
８
５
２
万
円

支
出
：
８
億
４
，３
０
２
万

５
千
円

不
足
金
３
，４
５
０
万
円

は
損
益
勘
定
留
保
資
金
等

で
補
填
。

【
議
員
発
議
】

〇
簡
易
水
道
基
盤
強
化
の

た
め
の
令
和
９
年
度
予
算

確
保
を
求
め
る
意
見
書

【
可
決
】

　

詳
細
に
つ
い
て
は
10
月

15
日
発
行
の
広
報
し
も

じ
ょ
う
で
掲
載
さ
れ
ま
す

の
で
そ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

（前沢代表監査委員より決算審査の報告）
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決算説明会の質疑から
Q　

子
ど
も
第
三
の
居
場

所
は
、
今
年
度
の
Ｂ
＆
Ｇ

財
団
か
ら
の
助
成
終
了
後

の
財
源
の
見
通
し
は
あ
る

か
。

A　

自
立
化
の
準
備
を

し
つ
つ
、
財
源
の
見
通

し
を
立
て
て
い
る
。
国
、

県
、
村
で
三
分
の
一
ず

つ
負
担
。
村
の
負
担
は

３
０
０
万
〜
４
０
０
万

円
。	
（
教
育
委
員
会
）

Q　

小
中
学
校
の
プ
ー
ル

は
夏
休
み
の
開
放
が
な
く

な
っ
て
い
る
が
、
今
後
の

活
用
は
。

A　

熱
中
症
ア
ラ
ー
ト
が

出
て
中
止
す
る
こ
と
が
続

い
た
た
め
、
夏
休
み
は
開

放
せ
ず
授
業
の
使
用
の

み
。
子
ど
も
の
送
迎
、
ろ

過
の
操
作
、
監
視
員
の
確

保
な
ど
の
課
題
が
あ
り
難

し
い
状
況
。
引
き
続
き
検

討
。	

（
教
育
委
員
会
）

Q　

文
化
財
関
係
の
支
払

い
の
内
訳
は
。

A　

歌
舞
伎
保
存
会
へ
の

助
成
金
60
万
円
、
合
原

区
阿
弥
陀
堂
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

11
万
６
千
円
、
歌
舞
伎
保

存
会
阿
南
高
校
公
演
費
用

80
万
円
、
三
味
線
修
理
２

回
で
18
万
円
余
、
北
又
観

音
堂
屋
根
修
繕

11
万
３
千
円
。

	（
教
育
委
員
会
）

Q　

図
書
館
運

営
管
理
経
費
の

図
書
な
ど
の
購

入
数
は
。

A　

図
書
２
３

１
７
冊
、
Ｄ
Ｖ

Ｄ
41
本
、
雑
誌

６
０
２
冊
。	

（
教
育
委
員
会
）

Q　

学
校
行
事

の
バ
ス
代
を
村

が
補
助
し
て
い
る
が
総
額
、

算
出
基
準
は
。

A　

例
え
ば
小
学
校
の
修

学
旅
行
で
は
一
人
当
た
り

３
５
０
０
円
を
保
護
者
負

担
。
総
額
と
保
護
者
負
担

の
差
額
を
村
で
補
助
。
保

護
者
負
担
が
毎
年
一
律
に

な
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

	

（
教
育
委
員
会
）

Q　

健
康
い
き
い
き
施
設

の
電
気
代
が
事
業
者
の
見

直
し
に
よ
っ
て
23
％
減
の

理
由
は
。

A　

稲
葉
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
の
関
係
で
契
約
し
て

い
た
業
者
を
新
電
力
会
社

に
切
替
え
た
た
め
減
額
。	

（
福
祉
課
）

Q　

福
祉
医
療
の
通
知
の

出
し
方
が
変
わ
っ
た
こ
と

を
ど
う
考
え
る
の
か
。

A　

医
療
費
６
か
月
分
を

ま
と
め
て
振
込
み
し
て
い

る
た
め
、
各
月
の
詳
細
は

役
場
窓
口
に
行
か
な
い
と

分
か
ら
な
い
状
態
。
支
払

い
通
知
は
が
き
も
出
て
い

な
い
た
め
、
口
座
の
入
金

記
録
で
確
か
め
る
し
か
な

い
。（
郵
送
経
費
節
減
の

た
め
現
状
の
よ
う
に
し
た

が
、
選
択
肢
を
検
討
す
る

と
、
後
日
の
議
会
に
答
弁

有
り
）

	

（
福
祉
課
）

Q　

介
護
給
付
費
で
は
在

宅
介
護
が
増
え
入
所
者
が

減
っ
て
い
る
が
理
由
は
。

A　

介
護
度
が
上
が
っ
て

も
施
設
で
な
く
家
で
見
た

い
、
家
に
い
た
い
と
い
う

方
が
増
え
て
い
る
。
入
所

し
て
い
る
方
が
亡
く
な

り
、
そ
の
後
に
入
っ
て
来

る
方
が
少
な
い
。

	

（
福
祉
課
）

Q　

健
康
を
考
え
る
つ
ど

い
を
、時
期
を
含
め
て
、老

若
男
女
が
集
ま
れ
る
よ
う

な
形
で
企
画
で
き
な
い
か
。

A　

毎
年
の
検
討
事
項
に

な
っ
て
い
る
が
、
思
う
よ

う
に
進
ま
ず
、
講
演
会
な

ど
の
形
を
組
み
込
み
な
が

ら
令
和
９
年
度
に
向
け
て

検
討
中
。	

（
福
祉
課
）

（子ども第三の居場所）

（令和7年度の小学校の修学旅行）
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Q　

お
試
し
オ
フ
ィ
ス
の

収
支
項
目
と
利
用
状
況
、

及
び
利
用
料
は
ど
の
様
に

設
定
し
て
い
る
か
。

A　

支
出
は
光
熱
水
費
、

借
地
料
、
コ
ピ
ー
機
等
の

備
品
使
用
料
と
な
る
。
長

期
契
約
は
２
件
、
新
規
は

農
業
関
連
１
件
で
利
用
延

べ
人
数
は
６
１
９
人
、
利

用
頻
度
も
多
い
。
長
期
契

約
は
年
５
万
円
、
月
で

５
千
円
、
短
期
の
場
合
半

日
５
百
円
と
な
る
。

	

（
総
務
課
）

Q　

高
校
生
魅
力
発
信
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
は
。

A　

高
校
生
に
な
る
と
中

学
時
代
の
村
づ
く
り
意
見

発
表
の
様
な
機
会
が
無

い
。
村
の
事
を
考
え
て
関

わ
り
を
持
つ
事
を
趣
旨
に

早
稲
田
大
学
公
認
の
「
結

の
芽
」
と
交
流
し
た
。
大

学
生
と
関
わ
る
事
で
進
路

の
視
野
も
広
げ
て
も
ら
い

た
い
。	

（
総
務
課
）

Q　

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
使

用
料
が
増
額
と
な
っ
て
い

る
が
内
容
は
。

A　

国
の
シ
ス
テ
ム
標
準

化
政
策
に
よ
り
、
全
市
町

村
で
同
じ
シ
ス
テ
ム
に
更

新
す
る
費
用
と
ク
ラ
ウ
ド

を
管
理
す
る
業
者
へ
の
支

払
い
で
増
額
と
な
っ
た
。

	

（
総
務
課
）

Q　

高
齢
者
運
転
免
許
自

主
返
納
支
援
事
業
で
、
支

援
を
受
け
て
い
る
家
族
の

話
で
、
家
族
が
乗
せ
て
行

く
事
が
多
い
と
聞
く
。
例

え
ば
タ
ク
シ
ー
券
と
ガ
ソ

リ
ン
券
の
選
択
が
で
き
る

と
利
用
が
拡
が
る
の
で

は
。

A　

利
用
率
が
減
っ
て
い

る
の
は
事
実
。
総
務
課
の

タ
ク
シ
ー
券
は
事
故
防
止

の
為
、
福
祉
課
の
タ
ク

シ
ー
券
は
移
動
困
難
者
の

為
と
、
趣
旨
は
違
う
が
支

援
内
容
は
同
じ
で
、
今
後

の
検
討
事
項
に
し
た
い
。

尚
、
免
許
自
主
返
納
証
明

書
を
取
得
す
る
と
南
部
公

共
バ
ス
は
無
料
と
な
る
事

も
周
知
し
た
い
。

	

　
（
総
務
課
）

Q　

ソ
バ
の
収
穫
量
が
減

少
し
た
原
因
は
何
か
。
出

荷
先
は
ど
の
様
か
。

A　

日
照
り
と
雨
で
流
さ

れ
た
の
が
減
少
の
主
な
理

由
で
、
収
量
増
に
は
適
期

の
刈
り
取
り
が
重
要
。
出

荷
先
は
９
割
が
そ
ば
の
城

と
な
る
。　
　
（
振
興
課
）

Q　

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
設
置
補
助
事
業
の
累
計

申
請
件
数
は
。

A　

累
計
件
数
は
Ｈ
21
～

Ｒ
７
ま
で
に
１
９
０
件
交

付
さ
れ
て
い
る
。　
　
　

　
　
　
　
　
　
（
振
興
課
）

Q　

下
條
村
地
球
温
暖
化

対
策
実
行
計
画
策
定
は
ど

の
様
に
行
う
の
か
。

A　

Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
量
が

多
い
コ
ス
モ
ス
の
湯
や
い

き
い
き
ら
ん
ど
の
対
策
を

行
い
な
が
ら
２
０
５
０
年

ま
で
に
排
出
量
を
ゼ
ロ
に

す
る
計
画
。
村
内
企
業
は

１
社
が
対
策
の
対

象
と
な
っ
て
い
る
。

�

（
振
興
課
）

Q　

ご
み
の
焼
却

費
の
動
向
は
ど
の

様
か
。
ま
た
プ
ラ

ご
み
の
リ
サ
イ
ク

ル
は
さ
れ
て
い
る

か
。

A　

焼
却
の
単
価

は
上
が
っ
て
お
り

町
村
の
負
担
金
も

上
が
っ
て
い
る
。

プ
ラ
ご
み
リ
サ
イ

ク
ル
は
、
業
者
を

通
じ
て
再
利
用
さ

れ
て
い
る
。

�

（
振
興
課
）

Q　

下
條
村
簡

易
水
道
の
水
道

管
更
新
計
画
は

ど
の
様
か
。

A　

現
在
、
業

者
に
委
託
し
計

画
中
で
あ
る
。

10
～
15
年
分
の

優
先
順
位
リ
ス

ト
が
今
年
度
中

に
で
き
る
予

定
。（

振
興
課
）

（お試しオフィスでのWeb会議の様子）

（燃えるゴミ袋に入っていたプラスチックゴミ）

（水道管の劣化）
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一
般
質
問（
９
月
）

今回の事案を検証した結果、担当者が日常的に処理する個別の申請事
務について、受付から処理完了までを一元的に把握し、未処理案件の
有無を定期的に確認する仕組みが十分でなかったと認識している。
今後は、申請書類等の受付から処理完了までを把握できる受付・進行
管理簿を整備するなど、担当者だけではなく複数の職員及び管理監督
者が定期的に処理状況を確認する仕組みを構築していく。

今回の不適切な事務処理の発生要因と再発防止策について問う。

令和７年度の利用者数は 55,793 人で、コロナ禍前の７万人台から５万人台までしか回復し
ていない。給湯・空調設備、浴槽や内装の劣化が著しく、緊急修繕のための臨時休館も発
生している。大規模な修繕には多額の費用が必要なことが大きな課題。
今後はコスモスの湯検討委員会において、リニア発生土処理地計画も踏まえ、コスモスの
湯をどのようにしていくのか、一定の方向性を出していきたい。

Q

AA

AA

役場職員による不適切な事務処理について役場職員による不適切な事務処理について

村の温浴施設の整備方針について村の温浴施設の整備方針について

福沢　敏 議員

コスモスの湯の利用状況と維持管理の課題。リニア発生土処理地計画にある新たな温浴
施設も踏まえた、温浴施設の整備方針は？Q

酷暑による通学路の熱中症対策から防災防犯を考える酷暑による通学路の熱中症対策から防災防犯を考える

ある値に達すると外での活動を中止する等環境省から出ている指標に沿って対応している。

学校における暑さ指数 WBGT をどのように活用しているか。

夏休み中は小学校の支援員や給食センターの調理員のサポートを得た。避難訓練は昨年実施、今年は夏
休み中に防災教室を行い、4〜 6年生の 18 名が参加。年 1回では不十分だと考え検討していく。

新たに設置することは難しい。「子供を守る安心の家」を更に見直し、安全が確保できるよう検討していく。

Q
AA

AA

AA

夏休みのクーリングシェルターとも言える児童クラブには今年 50 人の利用があった。地震・火災・
熱中症などの緊急事態の想定、避難訓練の様子や安全確保体制はどうなっているか。Q

熊谷美和子 議員

酷暑化する日本の夏、地域の防災対策に加えて酷暑対策を進める必要があるのではない
か？安全な通学環境をつくることは自治体の責務と考える。

非常に暑い下校時は、小学校では保護者に迎えをお願いしている。通学距離が4km以上の小学1年生はタクシーで下
校、それ以外の児童生徒は村内の「子供を守る安心の家」コンビニ、郵便局、給油所、美容院等の12か所で暑さを避け
るためや不審者や危険に遭遇した時に、一時的な保護や警察への通報と安全を守るために協力をお願いしている。

AA

村内のクーリングシェルター及びクールシェアスポットはいきいきらんどと図書館だが、通学路からは距離がある。
村内のコンビニ、薬局、 商店、郵便局、JA 施設、道の駅などと協定を結び、一定間隔で確保されることが望ましい。
またクーリングシェルター、AED、一時避難場所などを一緒に表示する「防災・安全マ ップ」も提案したい。
これからの暑さを災害と捉えて、自治体が常識に囚われない備えをしていく必要があると考える。

通学路の日陰や休憩場所の確保を進めているか。Q

通学距離が長い児童への対策は。Q
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一
般
質
問（
９
月
）

過去の「花いっぱい運動」では、成長したコスモスが道路にはみ出し、交通の妨げや
管理の負担から苦情に繋がった経緯がある。そのため現在は、管理しやすいマリーゴー
ルド等への移行が進んでいる。
村花を通じた地域活性化は有意義と考えるが、全国の先進事例を見ても、地域住民や
学校、任意団体が主体となった取り組みが望ましい。村では令和 6年度から「地域環
境整備事業」を策定し、景観整備を行う地区や団体等へ資材費や謝金等の支払いによ
る支援を行っている。まずはこの事業を活用いただき、議員をはじめ住民の皆様が主
体となって取り組んでいただきたい。

村のシンボルであるコスモスの植栽は、現在一部の活動に留まり、
景観形成が十分とは言えない。先日の下條中学校の意見発表会で
も「村花なのに少ない。皆で種をまき、人が訪れる仕組みを作り
たい」と建設的な提案があった。背丈の低い品種を選ぶなど工夫
すれば、多世代が交流しながら省力で栽培可能だ。郷土愛の醸成
や観光振興のため、学校教育や地域活動へコスモス栽培を積極的
に推奨・支援すべきではないか。

Q

AA

村花「コスモス」による地域活性化を村花「コスモス」による地域活性化を

佐々木幸子 議員

住民主体による地域の景観整備を支援住民主体による地域の景観整備を支援

宮嶋成子 議員

①当該職員が何らかの困難を抱えていたことを、上司や周囲がより早く把握し、相談を
促し、組織として支援できなかったのかという点について検証し改善する必要がある。
②村では毎年一回全職員を対象としたストレスチェックを実施している。集団的な分
析で健康リスクやストレスの状況を数値化し、職場のストレス環境は良好な状況にあ
る。しかし今回の事案を踏まえると、一人一人の職員がどのような状況で仕事をして
いるのか、これまで以上に目を配る必要があると考える。管理監督者は職員と積極
的にコミュニケーションをとり、職員は早い段階で相談することの重要性を認識し、
相談により露見した問題を組織として受け止め業務の改善につなげていきたい。
③業務の遅れに関する住民の問い合わせを未処理案件の早期発見につなげられな
かったことは重く受け止めている。対応状況を確認する仕組みを整えたい。今後も増
加するであろう福祉課の業務について、職員が住民の声を丁寧に聞き、必要な支援
につなげる時間を確保できる体制づくりに努める。

職員による不適正処理が 3 年間 200 件以上積み重なった状況について　①職務
が遂行できないという精神的負担を抱えていたのではと想像するが、当該職員の
不安やストレスをどう認識するか　②職場の心理的安全性　③ますます多様化複
雑化する福祉課の業務の在り方について問う。

Q

AA

職員3名の懲戒処分公表に至った役場の職場環境について職員3名の懲戒処分公表に至った役場の職場環境について

地域おこし協力隊、集落支援員の積極的な委嘱を地域おこし協力隊、集落支援員の積極的な委嘱を

協力隊は特別交付税による財政措置等大変有用な制度だが、任期の上限がありミスマッチも起きやすい。
集落支援員の業務については検討が必要。他自治体を参考に慎重に進めたい。AA

地域の持続には人の手、人の知恵、人のつながりが必要。私たちとは違う視点で行動する新たな住民
として多数迎えるよう求める。Q
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一
般
質
問（
９
月
）

研
修
会
は
二
つ
の
テ
ー

マ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
地
方
財
政
の
課
題
と

議
会
に
求
め
ら
れ
る
役

割
」
と
題
し
武
庫
川
女
子

大
学
経
営
学
部
教
授
の
金

崎
健
太
郎
先
生
の
講
演

は
、
人
口
減
少
時
代
を
迎

え
た
日
本
の
２
０
７
０
年

の
人
口
は
８
７
０
０
万
人

と
統
計
学
的
に
推
計
さ
れ

る
。
そ
の
様
な
状
況
過
程

で
地
方
自
治
体
は
財
政
難

や
人
材
不
足
等
で
、
単
独

で
の
自
治
体
運
営
の
限
界

が
顕
在
化
し
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
や
イ
ン
フ
ラ
維
持
も

広
域
化
や
共
同
化
、
或
い

は
廃
止
等
の
選
択
に
迫
ら

れ
る
時
代
に
な
る
と
警
鐘

を
鳴
ら
し
ま
し
た
。
７
年

度
の
村
の
財
政
運
営
は
健

全
で
あ
る
事
を
確
認
し
て

い
ま
す
が
、
将
来
の
地
域

や
住
民
の
た
め
に
ど
の
様

な
選
択
を
提
案
で
き
る
か

が
議
会
の
役
割
と
な
り
ま

す
。

続
い
て
、
上
智
大
学
法

学
部
教
授
の
三
浦
ま
り
先

生
に
よ
り
「
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
の
根
絶
に
向
け
て
」

の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

２
０
１
８
年
に
「
議
会
男

女
均
等
候
補
法
」
が
施
行

さ
れ
、
候
補
者
数
が
均
等

に
な
る
よ
う
促
さ
れ
て
い

ま
す
。
下
條
村
議
会
で
は

女
性
議
員
の
比
率
が
４
割

を
超
え
、
男
女
共
同
参
画

へ
の
歩
み
を
進
め
て
い
ま

す
。
し
か
し
２
０
２
５
年

の
内
閣
府
委
託
調
査
に
よ

る
と
、
過
半
数
の
女
性
議

員
が
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
経

験
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

・
政
治
は
男
性
が
行
う
も

の
だ
と
い
う
周
囲
の
思

い
込
み
に
よ
る
慣
習

・
侮
辱
的
な
言
動
、
嫌
が

ら
せ

・
家
庭
生
活
と
の
両
立
が

難
し
い
等
、
女
性
議
員

を
増
や
す
道
は
平
坦
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
影
響

は
深
刻
で
、
萎
縮
し
自

信
を
失
い
立
候
補
を

取
り
や
め
た
例
が
23
・

５
％（
男
性
17
・
８
％
）

に
上
る
。

昨
今
、
自
治
体
の
首
長

に
よ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
が
、

日
本
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
32
ヵ
国

で
唯
一
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

行
為
が
禁
止
さ
れ
て
い
な

い
と
知
り
ま
し
た
。
講
演

の
中
に
あ
っ
た
「
意
図
的

か
ど
う
か
は
関
係
な
く
、

相
手
の
尊
厳
を
傷
つ
け
る

行
為
は
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に

な
り
得
る
」
と
い
う
言
葉

が
印
象
的
で
し
た
。

（
田
中
兼
次
・
丸
山
浩
子
）

長
野
県
町
村
議
会
議
員
研
修
会

長
野
県
町
村
議
会
議
員
研
修
会

�

7
月
13
日
　
松
本
市

特色ある村づくりのために村は地域おこし協力隊とどう連携するか特色ある村づくりのために村は地域おこし協力隊とどう連携するか

課題の１つは退任後の定住率。全国平均70.3％県平均78％下條50％と低
い。担ってもらう業務のミスマッチを未然に防ぐ必要がある。

地域おこし協力隊を受け入れて今６組め。任期が終わって村に住んでい
る人もいる。これまでの制度導入の成果と課題は。Q

AA

丸山浩子 議員

空き家対策と移住定住を中心に業務を担っている。令和３年に開始した空き家バンクは登
録物件数20件に対し、昨年３件、本年２件、累計で11件成約、空き家への移住数が増えてい
る。又、空き家の利活用を前提とした起業家誘致とサポート、大学機関等との連携、周辺自
治体や民間企業とのネットワーク構築等が成果。専門スキルを持った人の任用は効果的。適
材適所へよきタイミングでの登用進めたい。

集落支援員制度導入の成果と課題は。Q

AA

地域の文化や歴史の分野での協力隊を導入して、住民も共に学び特色あ
る村づくりを進めることは如何か。Q

歴史資料のデジタル化・文化財の記録保存は寺や神社でも歴史資料が所有されている。住
民の中にも興味を持つ方がいるので巻き込んでの事業化は可能。歴史文化を生かした観光
コンテンツ化は、愛知淑徳大学の学生も提案しているので、関係者と連携して実現化し
たい。地域住民との協働による文化継承は史学会が取り組んでいる。専門人材が必要なら
ば、地域おこし協力隊も含め推進に必要な人材登用を検討する。

AA
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令
和
８
年
度
　
二
十
歳
を
祝
う
会

令
和
８
年
度
　
二
十
歳
を
祝
う
会

８
月
15
日

８
月
15
日

　

平
成
17
年
4
月
か
ら
18

年
3
月
に
生
ま
れ
、
下
條

中
学
校
を
令
和
元
年
度
に

卒
業
さ
れ
た
53
人
の
皆
さ

ん
全
員
が
二
十
歳
を
迎
え

た
こ
と
を
お
祝
い
し
、
コ

ス
モ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
式

典
と
記
念
講
演
・
祝
賀
会

が
行
わ
れ
、
私
た
ち
議
員

も
参
加
し
ま
し
た
。

　

会
は
実
行
委
員
9
名
に

よ
り
計
画
、
司
会
進
行
が

行
わ
れ
、
ス
ー
ツ
や
ド
レ

ス
姿
で
集
っ
た
皆
さ
ん
が

久
し
ぶ
り
に
顔
を
合
わ
せ

歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

式
典
で
小
学
校
恩
師
の
廣

田
先
生
が
祝
辞
を
述
べ
ら

れ
る
と
、
会
場
は
ま
る
で

教
室
に
戻
っ
た
か
の
よ
う

に
和
み
、
懐

か
し
さ
と
感

謝
に
包
ま
れ

ま
し
た
。
最

後
は
全
員
で

校
歌
を
斉
唱

し
ま
し
た
。

　

出
席
さ
れ

た
皆
さ
ん
は
、

中
学
3
年
生

の
と
き
に
コ

ロ
ナ
禍
が
始

ま
り
、
そ
の

後
も
た
い
へ

ん
不
自
由
を

し
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。

様
々
な
経
験

を
経
て
、
体

格
も
態
度
も

大
変
立
派
に
な
ら
れ
ま
し

た
。
ど
う
か
こ
れ
か
ら
も

ご
健
康
で
、
自
分
の
人
生

を
自
分
の
ペ
ー
ス
で
作
っ

て
い
っ
て
く
だ
さ
る
よ
う

願
っ
て
お
り
ま
す
。

演
題
「
つ
ま
ず
き
だ
っ
て
、
味
方
に
な
る
」

演
題
「
つ
ま
ず
き
だ
っ
て
、
味
方
に
な
る
」

小
島
慶
子
氏
記
念
講
演（
要
旨
）

父
親
の
仕
事
の
関
係
で

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
生
ま

れ
た
。
当
時
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
は
白
豪
主
義
で
ア
ジ

ア
人
は
人
種
差
別
の
対
象

だ
っ
た
。
73
年
に
多
文
化

主
義
に
転
換
さ
れ
た
が
、

私
は
生
ま
れ
た
と
き
に
差

別
を
経
験
し
た
。

２
０
１

５
年
に
Ｔ

Ｂ
Ｓ
を
退

社
し
、
家

族
で
オ
ー

ス
ト
ラ
リ

ア
に
移
住

し
た
。
日

本
で
働
き

オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
で

家
族
と
暮

ら
す
生
活

の
中
で
、

同
じ
自
分

な
の
に
場

所
や
環
境

に
よ
っ
て

違
う
扱
い

を
受
け
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
で
は
言
葉
も
不
自
由

な
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
。
そ
の

こ
と
で
多
く
を
学
び
自
由

に
な
っ
た
。

あ
ら
ゆ
る
理
不
尽
に
対

し
、
人
権
や
法
律
、
社
会

制
度
を
、
世
界
は
作
っ
て

き
た
。
経
験
で
き
る
こ
と

は
限
ら
れ
る
。
自
分
と
は

違
う
経
験
、
体
験
、
考
え

方
を
聞
く
こ
と
、
読
む
こ

と
、
そ
し
て
想
像
力
を
持

つ
こ
と
が
大
事
。

自
立
と
は
依
存
す
る
先

を
た
く
さ
ん
持
つ
こ
と
。

転
ん
だ
時
に
自
分
を
知
る
。

失
敗
は
弱
い
立
場
に
立
つ

と
い
う
貴
重
な
体
験
。
ど

う
す
る
か
ど
ん
な
行
動
を

と
る
か
考
え
工
夫
す
る
。

他
者
に
は
何
で
そ
う
思
う

の
か
を
聞
く
。
人
は
誰
か

に
聞
い
て
ほ
し
い
と
思
っ

て
い
る
。
そ
れ
は
小
さ
な

希
望
。

今
日
８
月
15
日
、
日
本

に
と
っ
て
大
切
な
日
。
半

藤
一
利
が
戦
争
を
知
ら
な

い
世
代
に
も
で
き
る
平
和

活
動
が
あ
る
と
言
っ
た
。

そ
れ
は
戦
争
の
芽
を
摘
ん

で
い
く
こ
と
。
戦
争
の
芽

と
は
人
間
を
線
引
き
す
る

こ
と
、
死
ん
で
も
い
い
人

を
決
め
る
こ
と
、
日
常
生

活
の
中
で
の
仲
間
外
れ
や

い
じ
め
、
差
別
や
排
除
も

そ
れ
で
あ
る
。

�

（
宮
嶋　

成
子
）
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議
長
コ
ラ
ム

議
長
コ
ラ
ム

議
員
の
な
り
手
不
足
に
つ
い
て

　
―
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
村
づ
く
り
の

�

た
め
に
皆
さ
ん
の
声
を
届
け
ま
せ
ん
か
‼
―

首
都
圏
下
條
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

秋
晴
れ
の
さ
わ
や
か
な
季

節
と
な
り
ま
し
た
。

昨
今
の
気
候
変
動
に
よ
っ
て
、

今
年
は
秋
が
来
る
の
だ
ろ
う

か
と
案
じ
た
が
、キ
ン
モ
ク
セ

イ
の
香
り
に
ハッ
と
し
、ち
ゃ
ん

と
季
節
は
巡
っ
て
き
て
く
れ
た

と
安
堵
し
ま
し
た
。

各
地
で
実
り
の
秋
を
迎
え
、

私
た
ち
の
暮
ら
し
に
潤
い
を
与

え
て
く
れ
る
豊
か
な
自
然
に

感
謝
す
る
一
方
で
、全
国
各
地

で
豪
雨
に
よ
る
浸
水
や
土
砂

災
害
が
相
次
ぎ
、
自
然
災
害

の
脅
威
を
痛
感
す
る
日
々
が

続
い
て
い
ま
す
。

地
球
の
大
き
な
サ
イ
ク
ル

で
、今
は
氷
河
時
代
の「
間
氷

期
」と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、人

為
的
な
温
暖
化
は
急
激
な
海

面
上
昇
や
異
常
気
象
な
ど
を

引
き
起
こ
し
、将
来
、人
間
が

生
存
で
き
な
い
程
の
酷
暑
地

域
が
広
が
り
、農
業
や
水
資
源

の
確
保
が
困
難
に
な
る
時
代

が
来
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

い
ま
の
異
常
気
象
や
災
害

か
ら
命
と
暮
ら
し
を
守
る
た

め
に
は
、自
治
体
と
そ
れ
ぞ
れ

の
個
人
が
過
去
の
経
験
に
囚

わ
れ
な
い
備
え
と
意
識
改
革

が
必
要
で
あ
る
と
感
じ
ま
す
。

（
熊
谷
美
和
子
）

編
集
委
員
会

委
員
長　

田
中　

兼
次

副
委
員
長　

丸
山　

浩
子

委　
　

員　

竹
村　

宗
次

委　
　

員　

熊
谷
美
和
子

委　
　

員　

宮
嶋　

成
子

委　
　

員　

佐
々
木
幸
子

　

下
條
村
で
は
、
平
成
19

年
４
月
の
村
議
会
議
員
選

挙
か
ら
、
議
員
定
数
を
14

名
か
ら
10
名
に
減
ら
し
、

そ
れ
以
降
、
前
回
の
令
和

５
年
４
月
の
議
員
選
挙
ま

で
の
間
、
５
期
（
20
年

間
）
連
続
で
選
挙
が
行
わ

れ
ず
無
投
票
が
続
い
て
い

ま
す
。
更
に
令
和
５
年
４

月
の
選
挙
で
は
定
数
10
人

に
対
し
て
立
候
補
者
が
９

名
で
定
数
割
れ
と
な
り
ま

し
た
。

　

議
会
で
は
、
こ
の
事
を

深
刻
に
受
け
止
め
、
議
会

活
動
を
理
解
し
て
も
ら
う

た
め
に
年
４
回
「
議
会
だ

よ
り
」
の
発
行
を
行
う
と

と
も
に
、
毎
月
「
議
員
全

体
会
議
」
を
開
催
し
、
議

員
の
な
り
手
不
足
や
村
の

課
題
等
に
つ
い
て
議
論
を

し
て
き
ま
し
た
。

　

議
員
の
な
り
手
不
足
や

議
員
定
数
に
つ
い
て
は
、

村
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
意

見
を
聞
く
中
で
、
①
仕
事

や
家
業
と
議
員
活
動
の
両

立
が
難
し
い
。
②
議
会
活

動
が
見
え
に
く
く
若
い
世

代
が
入
り
に
く
い
。
③
人

口
規
模
が
小
さ
い
た
め
候

補
者
層
が
限
ら
れ
る
。
④

無
投
票
が
続
い
て
お
り
地

域
の
代
表
と
し
て
立
候
補

者
が
出
に
く
い
。
⑤
立
候

補
・
選
挙
に
お
け
る
知
識

が
な
い
。
⑥
議
員
定
数
に

つ
い
て
は
、
平
成
19
年

に
は
人
口
が
4
2
0
0

人
位
い
た
が
、
現
在
は

3
2
0
0
人
位
に
減
少

し
て
い
る
の
だ
か
ら
定
数

は
減
ら
し
て
も
良
い
。
⑦

広
く
村
民
の
声
を
聴
い
て

村
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め

に
は
現
在
の
10
名
が
良

　

首
都
圏
下
條
会

が
、
９
月
27
日
東

京
都
新
宿
サ
ン

パ
ー
ク
本
館
で
、

70
名
の
会
員
の
皆

さ
ん
の
参
加
に
よ

り
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

宮
島
毅
会
長
は

挨
拶
の
中
で
、「
今

年
で
39
回
目
の
開

催
と
な
り
、
今
ま

で
多
く
の
下
條
村

出
身
の
方
々
に
支

え
ら
れ
今

日
を
迎
え

た
こ
と
へ
の
感
謝

を
述
べ
、
こ
れ
か

ら
変
わ
っ
て
い
く

村
の
姿
を
見
守
り

な
が
ら
、
首
都

圏
下
條
会
と
し
て

し
っ
か
り
と
応
援

し
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

　

今
年
は
、
下
條

村
歌
舞
伎
保
存
会

い
。
‥
等
の
意
見
が
出
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
９
年
４
月
に
は
村

議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ

ま
す
。
そ
こ
で
村
民
の
皆

さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
い
た

い
「
議
会
の
役
割
と
議
員

の
仕
事
」
に
つ
い
て
掲
載

し
ま
す
。（
10
ペ
ー
ジ
か

ら
13
ペ
ー
ジ
）

に
よ
る
上
演
も
行
わ
れ
、

出
席
し
た
会
員
の
皆
さ
ん

か
ら
大
き
な
拍
手
と
多
く

の
お
ひ
ね
り
が
送
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　

下
條
村
か
ら
は
８
名
が

参
加
し
、
金
田
村
長
か
ら

は
「
人
口
減
少
の
中
で
持

続
可
能
な
村
づ
く
り
」
と

題
し
て
村
の
近
況
報
告
を

行
い
ま
し
た
。

　

懇
親
会
は
校
歌
の
斉
唱

か
ら
始
ま
り
、
歌
あ
り

ゲ
ー
ム
あ
り
と
、
時
間
の

過
ぎ
る
の
も
忘
れ
笑
顔
の

絶
え
な
い
賑
や
か
な
ひ
と

時
を
過
ご
し
ま
し
た
。


